
様式第２号(事業別概要) No．23　　　　

）

(単位：千円)

＜事業に関する説明＞

 　 国民保護措置の実施時に必要な携行品の整備や、経年変化による

 　 計画の見直しに着手する。
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18年度 19年度 20年度 21年度 。

決 定 額

年度別事業費

総事業費 事業期間

10,166 0 1,802 

 佐倉市国民保護計画に基づく避難誘導体制の周知や訓練を行います 12,406千円 平成18年度～平成22年度

 水と緑に囲まれた、快適で安心して暮らせるまちづくり／安心して暮らせるまちづくり／地域防災計画・国民保護計画に

79-1

担当課･係

要 求 額

 

（実施計画における事業の概要）

決　　定

要　　求

単独事業

 12．防災対策費

(歳　出)(歳　入)

0 

細事業名

 いることから、印刷製本に要する経費を見込んだ。

 　また、国民保護については、災害時において、救援等の措置に当

 　「佐倉市地域防災計画」の見直し、修正については、職員の手に

 よる作業を進めているが、災害対応や防災訓練等への従事の多寡が

 進捗に影響を与える。

 　平成２０年度中に「佐倉市地域防災計画」の修正完了を予定して

財源内訳

1,802 

  1．総務管理費                              

 交通防災課 交通防災課（執行課：

継続事業

  7．防災対策計画費款

項

目

  2．総務費                                  事 業 名

（事業の説明） （事業の目的） （事業の効果）

 

 

 国民保護法

（事業実施に関する根拠法令）

 災害対策基本法

実
施
計
画
の
内
容

 【国民保護計画の進捗管理に関する業務】

（前年度からの見直し点）（事業実施上の問題点）

 ・　「佐倉市地域防災計画」の修正・防災会議に要する経費

 　 「防災基本計画」や「千葉県地域防災計画」等との整合性を図りな

 　 がら、平成２０年度中の完了に努める。

 ・　国民保護協議会その他国民保護関係に要する経費

 

 

 たる者を識別、保護するための特殊標章等の整備を行う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（見積についての特記事項）

 

 

 

 　

 

 

 

 

 　市の区域並びに市民の生命、身体及び財産を災害から保護すると

 ともに被害を軽減し、市民が安全で安心して暮らせるまちづくりを

 行う。

 

 

 

 

 

一般財源

1,802 

 　台風や地震などの災害発生時における職員の初動体制や、情報収

 集、伝達体制の充実を図ることにより、市民の避難・救助などに関

 する支援を迅速かつ的確に実施できる。
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22年度

事業番号施策体系ｺｰﾄﾞ

施　　策

02-04-03-10-10

平成２０年度　一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）

予算分析 臨時経費

(佐倉市）


